


堀を埋め立て後に移転した建物であるため、
不同沈下がみられ、覆屋（拝殿）も老朽化し
土塁のケヤキの木に押され、傾きも生じてい
る。史跡足利学校環境保全協会に管理を委託
している。

書籍等を保管する非公開施設。入口が遺蹟図書
館と接続し、一体的に管理できるため利便性が
よい。

防火・防風のために土塁上部に植えられた常緑
広葉樹のスダジイが大きく育ち、鬱蒼と茂って
いるが、外部との遮蔽に役立っている。

説明板を設置。歴代庠主墓等は、墓塔が地面に
直にたてられている。市内小中学校の校長に
は、校長就任時、退職時に歴代庠主墓の墓参り
するという慣例があり、現在も続けられてい
る。

歴代庠主墓は、雨水がたまりやすく、墓塔の保
存への影響が懸念される。

杏壇門及び
築 地 塀

、



茅葺屋根の劣化が著しく、一段目の押し竹が露
出している。ドレンチャー設備も老朽化し、水
の出が悪くなっている。内部も畳等設備の老朽
化が目立つ。内部を公開し、脇仏壇に徳川家康
神位、仏間に歴代将軍の位牌を展示するほか、
漢字試験の設置、論語素読等の会場としても活
用している。南庭園に臨み、音声ガイダンスを
設置。夜間は、ライトアップしている。

茅葺屋根及び板葺屋根の劣化が進んでいる。ド
レンチャー設備も老朽化し、水の出が悪くなっ
ている。内部も畳等設備の老朽化が目立つ。内
部を公開。土間にかまどを復原し、板の間、居
室に展示ケースを設置し、展示室として活用し
ている。展示内容は、「足利学校の歴史」を常
設とし、毎年11月には「釋奠」の執行に合わせ、
企画展「釋奠」を開催。職員常駐の受付を設け、
書籍の販売、書写体験の受付を行っている。夜
間はライトアップしている。

北廊下に音声案内を設置している。復原後の植
栽管理が不十分で、絵図と齟齬が生じていた。

復原後の植栽管理が不十分で絵図と齟齬が生じ
ていた。方丈の南側に面し、方丈の廊下に音声
案内を設置し、参観に供している。

現在は出入り口として使用はしていない。外観
を参観に供している。

板葺屋根の劣化が進んでいる。所蔵品の収蔵施
設として活用し、内部は非公開。

差し茅である程度現状を保っているが、経年劣
化の進行が懸念される。

茅葺屋根の劣化が進んでいる。雑物の保管施設
として活用し、内部は非公開。

板葺屋根及び引戸、障子等の劣化が進んでい
る。土間に6畳間を備えた部屋が4つ連なる。1
部屋だけ覗けるように公開し、他3部屋は、刊
行本や備品等の保管施設となっている。

板葺屋根の劣化が進んでいる。通常は非公開
で、北廊下から内部を見られるようにしてい
る。日曜論語素読体験や書写体験などの体験
や曝書、ロケ等にも使用している。



住宅街にあり、植栽等の適切な維持管理。

倒木や枝の落下等による建造物、遺構への影
響、参観者への安全確保が懸念される。

定期的な枝払い等、適切な管理が必要である。

根拠のない樹木が多く、全体的に繁茂しすぎて
いる。史跡内にもかかわらず記念樹や寄贈樹木
も多い。

松やサルスベリ、紅葉などの樹木が植えられ
ている。

樹木の植栽等南
堀
外
側

の
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サエンバ 周囲を茶ノ木で区画した内部に野菜や花木の栽
培を行っている。

内部の一部樹木が大きくなり枝が繁茂したもの
があり、伐採又は強剪定が必要となっている。


































